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親子関係の様式としては系統関係に一致しないこ
とは,適応的変容の可能仕を示唆するものであっ
た｡それらの結-架をふまえ.生息環卿 こ脚する区
分について.地上性一樹上性と枠皮という2つの
和を村人し.低紐皮に生息するものは,樹上性の
強いシシオザルを除いて淡白型であり,比較的柘
約度に生息するものは粘着型であるとの分獄を試
みた｡なお.母親から子への攻幣に関しては,一
般的には淡白型に少なく粘着型に多いが,カニク
イザルは淡白型であるにもかかわらず攻撃が比較
的多発し,系統関係をより忠実に反映していると
.沿われた｡
実験印態とは,母子の排他的･単向的性質に関
する椛間比較的研究である｡具体的には.生後6
カ月間にわたって淡白型であるボンネットザル,
枯苛型であるタイワンザル.ニホンザルの8柾の
それぞれにおいて,0.5カ月毎に同坪内で母親の
とりかえ実験をし,その相互作用を元の母子耶
態のそれと比較しようとした｡その結果,ボンネ
ットザルにおいては,非母子対であっても排他性
が他に比べて低いことが明らかになり,彼らの淡
白型を説明するひとつの要因ではないかと恩われた｡
なお.排他性の強いタイワンザルでも.生後0.5
カ月目の実験では母親による子の識別に混乱が認
められ.その成立には生後若干の日数の必要であ
ることが示唆された｡
ニホンサルとヒト乳児における姿勢および知覚
運動機能の先達 - (2)マカク猿乳児の姿勢反
応-
田中白人･竹下秀子(京大 ･教育)
前年度の研究で,従来ヒト乳児にもちいられて
きた手技を適用することによって.ニホンザル乳
児にも段階的に変化する姿勢反応が誘発されるこ
とが示された｡また,両者の反応の発達的変化に
は共通する局面があり,ニホンザルの生後8ケ月
間はヒトのほほ生後1年間に相当すると考えられ
た｡今年度はニホンザル以外のマカク(カニクイ
ザル,ボンネットモンキー,アカゲザル,タイワ
ンザル,各2-4頭)にも生後0週から縦断的に
姿勢反応検査を実施した｡ニホンザルについても
同様に生後0週からの縦断的な観察例(12頭)香
加えた｡また,姿勢反応の各段階と自発的な姿勢
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保持や移動運動の発適との閃速を明らかにする試
みとしては,ピドスコープを使用し,姿弊反応校
正の被験休が示す四足坐位における接地両の形状
の変化を縦断的に祝祭した｡その結架.姿勢反応
については各校敬体とも共通して.1.m･後肢
とも身体を支持する反応が生じない(O玉田),2.
i.コ.)ス水平試行(側臥位から上側上腕･大腿を
もって抱き上げる)などで前肢の支持反応が生ず
る(0-1週),i.パイパー試行く狩臥位から両
大腿をもって逆さ吊りにする)などで前肢の支持
反応が生ずるく1-2週),3.i.トラクシ℡ン試
行(背臥位から両手首をもって引き起こす)など
で後肢が伸展すろ(8-4遇),追.コ[)ス水平試
行で後肢の支持反応が生ずるく6週～),4.ホッ
ピング試行(支立位から斜前方に傾ける)で後肢
の踏み出し反応が生ずる(8週～).という唄伴
性のある変化が観察された｡姿勢反応にあらわれ
た前･後肢の支持機能の発達にともなって.四足
坐位における接地手掌の形状も変化した｡すなわ
ち,姿勢反応1の段階では,把持球.小指球は接
地するが手畢中央部と第8指問球は接地しない｡
姿勢反応2の段桁では手掌面全体が接地する｡姿
勢反応3の段僻では.把持球と小指球は接地せず.
指問球のみが接地するようになる｡
マカクにおける対象操作の先達過程
馬越陸士(広缶大 ･政市)
ニホンザル乳児の対象授作の発適の縦断的研究
(1982年度共同利用研究)にひき続き,①ニホン
ザル成体に至るまでの対象操作の発達の杭断的研
罪,②マカク屈14種における対象操作の比較研究
を行った｡
①嵐山D群(京大詔長研放飼幼)を対象とした｡
授作対象(和木.ロープ.パイプ)を耶れ内に投
入.その対象と関わろ胴体を追跡するという特定
対象追跡(focalobjectsampling)法で観察し
た｡控作に含まれる運動型と使用身体部位をもと
に各対象ごとに約70の行動型が識別された｡6カ
月齢までに主要な操作様式が出現したが,それ以
降の発達傾向として,(1)対象への接触時間は7歳
まで増加傾向,(2)手指や足を使用する行動型が増
加,(3)他の環境事象と関連づけた増作が出現(例
えば水洗い),(4)操作の系列が長くなる,などが
明らかになった｡
②予備調査として,日本モンキーセンターで飼
Iffされている6科26属73種(2亜種を含む)にロ
ープと柏木を投入,対象操作の行動リストを作成
した｡操作に含まれる運動型と使用身体部位をも
とに506の行動型が識別された｡さらに運動型を
もとにこれらが22の上位カテゴリー に分類された｡
そのうちマカク屈に21のカテゴリーが出現した｡
柑 ここホンザルで頻繁に報告されている｢こする｣
｢なでる｣｢ころがす｣はオナガザル科のグエノ
ン.マンガベイ,ヒヒに,新世界ザルのオマキザ
ルにも観察された｡使用身体部位に関しては,大
出川入校と並び指先を使用した行動型がマカク属
に多く山現した｡さらにFoodenのマカク屈の系
統的分級及び生息環境や食性等生態的資料をもと
にマカク屈の種問で見られた効似性や差異を検討
し,対象授作の進化的規定図の究明を試みた｡
探 題 7
ニホンザル体毛の地域差についての研究
稲垣晴久 (日本モンキーセンター)
ニホンザル体毛の地域差を明らかにすることは,
氾暖なIzt侯から寒冷な気候にまで生息域を拡げた,
ニホンザルという種の特性を知る上で重要である｡
また.体毛が保温という機能を果していること
から,哺乳頬一般の寒冷地への適応を考察する上
でも.舛味あるところである｡
稚岱者は,下北 ･波勝崎 ･宮島の各地域に生息
するニホンザルより,体毛及び皮ふを採取し,主
として形態学的側面から,その地域差について明
らかにすることを試みた｡
研究は継続中であるが,現在までにわかったこ
とを報告する｡
1.密度
密度は年令により差があるので,1-7歳ま
での各年令層及びそれ以上の8段階に分け比較
をおこなった｡その結果,密度はいかなる年令
眉においても,宮島<波勝崎<下北であった｡
2.長さ
アダルトのメスの体毛でその長さを比較して
みると,同一地域でも個体差はあるものの,冒
由の一頭を除き,宮島<波勝崎<下北の唄にな
-50-
った｡
3.毛小皮
いずれの地域の体毛も,毛小皮のパターンは
imbricategroupの波型であり.地域差を認め
るには至っていない｡
4.ずい質
基本的には,どの地域の体毛も一本のはしご
状 (uniserialladder)であった｡ところが,
その発達の度合には差があり,他の2地域のも
ので認められた,はしご状構造が高度に圧縮さ
れ一本の太い緑にもみえるずい質を持った毛が
認められない等,下北のものが一番劣っていた｡
ニホンザル白血球型抗原(JMLA)からみた
ニホンザルの地域変異に関する研究
野口浮夫･古川敏紀 ･後藤裕子(筑波大･基
礎医学系)･羽柴克子(日本微生物ff掠研)
細胞表面抗原には種円で遺伝的変異性を示す同
種抗原と変異性は示さないが臓器や細胞種の分布
に特異性を示すグループが存在する｡後者の例と
して単クローン抗体によって同定されるヒトTリ
ンパ球サブセットのマーカー抗原エピトー プが有
る｡本年度はOKTシリー ズの単クローン抗体を
用いニホンザルの各群のTリンパ球サブセット抗
原保有細胞鋭皮の地理的変異の有無を検討した｡
これまで解析した長瀞,波勝崎の二群に関しては,
OKT4.9,MlおよびIal抗原保有細胞頻度に
有意な差が見られた｡これらのうち最も地理的変
異の大きなものはOKT4(ヒトhelperT.)ン 球ヾ
抗原 )の頻度で長瀞群では34±50/0,波勝崎群は
14±2%であった｡また予備的データであるが調
査した下北群3個体のうち2個体はOKT4抗原
0%であった｡これらはTリンパ球サブセット抗
原の分布に地理的差異が存在する事を明確に示し
ているが.これが偶発的であるのか地理的に一定
の傾向を示すのかについては現在解析をつづけて
いる下北群と高崎山群の結果如何によると考えて
いる｡次に調査した二群のOKT8(Suppresor
T).OKTll(Eロゼット陽性)の頻度は,良
瀞群で4±1,28±60/0.波勝崎群で7±2,30
±3%であったが,これは従来の報告による43±
6,77±2%と比較すると異常に低い｡
これまでの報告はLeuシリー ズを用いたもので
